
【個 人】                     提 出 令和 3年(2021年)9月 12日 

 山  行  報  告  書  

山行報告提出者 ： 鈴 木 

山 域・山 名： 白  山（2702ｍ）                石川県白山市 

入山日：2021年 9月 7-8 日 (火水) 1泊 2日 帰宅日：9月 11日     

プラン担当者 正：  鈴木   副：  弥陀ヶ原から見た白山御前峰 

 

参 
 

加 
 

者 
 

L：報     記：鈴 木 

 

 

男 1名 、 女 0名、計 1名 

 

天 候：9月 7日 曇時々晴れ 

    9月 8日 曇時々雨 

9月 7日 

（火） 

 

0：20大宮発夜行バスにて福井駅着 9：20 レンタカーで登山口へ 

12：20別当出合-13：00中飯場-14：40南竜分岐-15：30黒ボコ岩- 

16：10室堂（小屋素泊）               （行動：3ｈ50ｍ） 

9月 8日 

（水） 

5：15室堂発-5：50白山（御前峰）-6：15室堂- 

7：00黒ボコ岩-8：00殿ヶ池小屋-9：00別当坂分岐-9：50別当出合下山 

                           （行動：4ｈ35ｍ） 

9月 9日の荒島岳登頂のため大野市へ移動宿泊 

荒天候時のエスケープルート： 山行中止し引き返す。 

装
備
と
食
糧 

共同装備： 無し 

共 同 食： 無し          車提供者： レンタカー  

個人装備：ヘッドランプ、コンパス、地図、テルモス（水）、帽子、グローブ、スパッツ、 

防寒服、雨具、虫除け、シュラフカバー、枕、調理具、 

個 人 食：食料ｘ3、行動非常食                                                                                                                                     

感 
 

 
 

想 

9月 7日上りは砂防新道を歩くがその名の通り崩れかけた斜面修復のため建設重機が奥まで 

入り込み、自然をどこまで制御できるか疑問に思った。百名山によくある整備された道、主

に石畳がずっと続き弥陀ヶ原にたどり着いた。白山御前峰を仰ぎながら歩くと、室堂にあっ

けなく到着し自炊棟に案内された。60人ほどの定員の大きな離れであったが、結局私以外の

宿泊客はいなかった。避難小屋と大差ない施設で￥8，200は少々不満。 

9月 8日ご来光狙いも真っ白な窓の外を見るなり即座に諦め、出発を遅らせて山頂を目指し

た。霧雨の中、山頂を踏むが回復の兆しはなく、お池めぐりを省略しそのまま室堂に戻った。

下山は観光新道を使ったが昨日の砂防新道に比べ歩きにくく、視界のない中もくもくと下山

口まで足を動かした。本降りとなった駐車場でそそくさと装備を解き帰路に着いた。 

 


